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2025年で戦後80年を迎える。この間、
基地問題を抱える沖縄は重い負担を強
いられてきた。石破政権下で、その状
況に変化はあるのか。ジャーナリスト
で岩波書店元社長の岡本厚さんの寄稿
を紹介する。

(第 3槽郵便物配呵,

石
破
政
権
と
基
地
問
題

こ
の
秋
の
総
選
挙
で
自
公
政
権
は

少
数
与
党
に
追
い
込
ま
れ
、
石
破
内

閣
は
個
々
の
政
策
で
野
党
と
連
携
し

て
い
く
綱
渡
り
の
政
権
運
営
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

自
民
党
総
裁
選
で
石
破
茂
が
勝
利

し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
と

き
、
そ
れ
を
見
る
沖
縄
の
人
々
の
反

応
は
複
雑
で
あ

っ
た
。
９
人
の
候
補

者
が
出
て
争

っ
た
自
民
覚
総
裁
選
で

唯

一
、
日
米
地
位
協
定
の
改
定
に
触

れ
、

「
必
ず
実
現
し
た
い
」
と
盟

言

し
て
い
た
の
は
石
破
だ
け
だ

っ
た
。

そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
２
０
０

４
年
、
沖
縄
国
際
大
学
に
米
軍

ヘ
リ

が
墜
落
し
た
と
き
、
米
兵
が
事
故
現

場
を
封
鎖
し
警
察
さ
え

一
歩
も
近
づ

け
な
か

っ
た
こ
と
を
、
当
時
の
防
衛

庁
長
官
と
し
て

「
こ
れ
が
主
権
国
家

な
の
か
」
と
思

っ
た
と
語

っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
沖
縄
の
人
々
の
思
い
に
沿

い
、
あ
る
期
待
も
抱
か
せ
た
。

一
方
、
１３
年
、
普
天
間
基
地
の
県

外
移
設
を
選
挙
公
約
に
し
た
沖
縄
の

自
民
党
国
会
議
員
５
人
を
、
沖
縄
に

乗
り
込
ん
で
い

っ
て
翻
意
さ
せ
た
自

民
党
幹
事
長
と
し
て
も
、
石
破
は
県

民
の
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
た
。
石
破

が
路
蹴
す
る
前
で
う
な
だ
れ
る
国
会

議
員
の
姿
を
写
し
た
写
真
ば
、
い
ま

も
な
お
屈
辱
的
な

「平
成
の
琉
球
処

全

と
し
て
語
り
草
に
な

っ
て
い
る
。

沖
縄
に
は
、
日
本
全
体
の
７
割
に

及
ぷ
米
軍
基
地
が
あ
り
、
県
民
は
日

常
的
な
事
故
や
事
件
に
悩
ま
さ
れ
苦

し
ま
さ
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
米
兵

が
起
こ
し
た
女
性
暴
行
事
件
を
外
務

省
が
沖
縄
県
に
も
通
知
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
県
民

の
大
き
な
反
発
を
呼
ん
で
い
た
。
日

米
地
位
協
定
の
改
定
は
、
長
年
に
わ

た
る
沖
縄
の
切
実
込
願
い
で
あ
り
、

く
り
返
し
日
本
政
府
に
要
求
し
て
き

た
事
柄
で
あ

っ
た
。

石
破
首
相

へ
の
県
民
の
期
待
は
、

し
か
し
淡
い
も
の
で
あ

っ
た
。
な
ぜ

区
）
、
屋
良
朝
博

命
皆
泰

３
区
）
、
山

川
仁

（れ
い
わ
、
４
区
）
、
お
よ
び
金

城
泰
邦

（公
明
、
比
例
単
独
）
が
九

州
・沖
縄
プ

ロ
ッ
ク
で
Ｌ
例
復
活
し
、

沖
縄
県
選
出
議
員
ほ
過
去
最
多
タ
イ

の
９
人
と
な

っ
た
。

「オ
ー
ル
地

趣

は
、
元
々
白
民
党

の
実
力
者
で
あ
り
、
那
覇
市
議
、沖
縄

県
議
、
那
覇
市
長
、
沖
縄
県
知
事
を
務

め
た
翁
長
雄
志
が

「辺
野
古
新
基
地

建
設
反
対
ニ
オ

ス
プ

レ
イ
配
備
撤

回
」
な
ど
を
政
策
の
基
軸
に
し
て
、保

守

・
革
新
の
壁
を
超
え
、
各
党
各
会

派
の
ほ
か
、
市
町
村
の
首
長
や
企
業

人
ま
で
を
結
集
し
た
政
治
組
織
で
あ

る
。
１４
年
の
沖
縄
県
知
事
選
で
翁
長

を
当
選
さ
せ
、
那
覇
、
名
護
の
首
長

を
取
り
、
１６
年
の
県
議
選
で
は
過
半

数
の
議
席
を
獲
得
す
る
な
ど
、　
一
時

は
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
て
い
た
。

こ
こ
に
ま
た
、
沖
縄
の
保
守
の
特

質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
沖
縄
の

保
守
は
、
日
米
安
保
体
制
や
自
衛
隊

の
存
在
を
認
め
、
米
軍
基
地
や
本
土

政
府
と
も
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
て

き
た
。
中
央
と
の
パ
イ
プ
を
生
か
し

て
県
内
産
業
を
盛
ん
に
し
、
県
民
の

生
活
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し

て
き

た
。
し
か
し
、
本
上
の

「捨
て
石
」

と
さ
れ
、
４
人
に
１
人
の
県
民
が
犠

牲
と
な

っ
た
沖
縄
戦
の
経
験
、
講
和

条
約
で
本
土
か
ら
切
り
離
さ
れ
２０
年

も
の
間
、
不
条
理
な
米
車
統
治
下
に

置
か
れ
た
経
験
な
ど
、
心
の
底
に
本

土

へ
の
不
信
感
が
あ
る
。
琉
球
王
国

と
し
て
独
立
し
て
い
た
歴
史
や
文
化

へ
の
誇
り
も
あ
る
。

か
つ
て
知
事
を
３
期
務
め
た
保
守

政
治
家
の
西
銘
順
治
は

「沖
縄
の
心

と
は
」
と
間
わ
れ
て

「
ヤ
マ
ト
ン
チ

ュ
ー

（日
本
人
）
に
な
り
た
く
て
、

な
り
き
れ
な
い
心
」
と
答
え
、翁
長
は

安
倍
政
権
の
官
房
長
富
暫
義
億
と
の

対
面
で
、
訴
え
て
も
訴
え
て
も
届
か

な
い
沖
縄
の
本
土

へ
の
思
い
を

「魂

の
飢
餓
感
ほ
と
表
現
し
た
。
少
女
が
米

兵
に
暴
行
さ
れ
、
保
育
園
や
小
学
校

の
校
庭
に
米
機
の
部
品
が
墜
ち
て
く

る
状
況

へ
の
不
安
や
怒
り
は
保
守
も

革
新
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

沖
縄
が
い
く
ら
訴
え
て
も
、
表
面

的
な
同
情
は
示
す
も
の
の
、
決
し
て

向
き
合
お
う
と
し
な
い
。
そ
の
こ
と

へ
の
い
ら
立
ち
と
怒
り
が
保
草
を
超

え
て
沖
縄
の
底
流
に
あ
る
。
く
り
か

え
し
異
議
を
唱
え
れ
ば
、

「沖
縄
ほ

甘
え
て
い
る
」
と
言
い
放

つ
本
上
の

政
治
家
や
メ
デ

ィ
ア
関
係
者
も

い

る
。
　
翻
星
緊
Ｔ
本
土
に
甘
え
て
い
る

の
か
、
本
土
が
沖
縄
に
甘
え
て
い
る

の
か
」
。
翁
長
の
こ
の
言
葉
は
沖
縄

の
盾
流
か
ら
噴
き
出
し
た
身
の
震
え

る
よ
う
な
怒
り
の
言
葉
だ
。
１８
年
、

沖
縄
戦
慰
霊
の
日

（６
月
２３
日
）
に

会
場
に
現
れ
た
安
倍
首
相
を
に
ら
み

つ
け
た
翁
長
知
事
の
視
線
の
厳
し
さ

を
、
沖
縄
の
人
々
が
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。

長
い
間
、
保
守
の
政
治
家
と
し
て

革
新
陣
営
や
革
新
の
大
田
昌
秀
県
政

と
対
立
し
、
中
央
政
府
と
も
妥
協
し

続
け
て
き
た
翁
長
が
、
人
生
の
最
後

に
い
た

っ
て
、
沖
縄
の
怒
り
を
体
現

す
る
炎
の
人
と
な
り

「イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
よ
リ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
称

し
て
本
上
の
政
権
や
防
衛
当
局
に
立

ち
向
か

っ
た
の
が
、
「オ
ー
ル
沖
縄
」

で
あ

っ
た
。

保革超えた怒り沖縄の底流
な
ら
、
沖
縄
の
民
意
は
常
に
中
央
の
　
主
張
し
な
が
ら
、
１
年
間
迷
走
し
た

政
治
家
や
官
僚
に
軽
視
さ
れ
、
無
視
　
末
、
結
局
辺
野
古
移
設
に
舞
い
戻

っ

さ
れ
、
期
待
は
裏
切
ら
れ
続
け
て
き
　
て
し
ま

っ
た
。
期
待
が
大
き
か

っ
た

た
か
ら
だ
。
１
９
９
５
年
、
米
兵
の
　
分
、
沖
縄
県
民
の
失
望
も
深
い
も
の

少
女
暴
行
事
件
に
発
す
る

「
普
天
間
　
に
な

っ
た
。
そ
の
後
本
民
主
党
の
対

基
蠅
返
還
」
は
、
沖
縄
県
内
の

「辺
　
沖
縄
政
策
は
後
退
し
、
１２
年
、
野
田

野
古

へ
の
移
設
」
に
す
り
替
え
ら
れ
、
　
政
権
の
と
き
に
、
普
天
間
基
地

へ
の

県
民
の
度
重
な
る
反
対
意
思
の
表
明
　
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
が
強
行
さ
れ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
事
が
強
行
さ
　
一基
憩
民
主
党
は
、
今
回
の
選
挙
の
公

れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
安
倍
政
権
以
　
約
に

「辺
野
古
基
地
建
設
は
中
止
し

降
、

「
１
強
」
に
よ
る
強
硬
姿
勢
と
　
米
国
に
再
交
渉
を
求
め
る
」
と
し
て

間
答
無
用
の
県
民
無
視
は
顕
著
に
な
　
い
る
が
、
県
民
の
同
党

へ
の
信
用
は

っ
た
。
自
公
政
権
に
対
す
る
沖
縄
の
　
高
く
な
い
。

示
麓

腎

報
解

Ｐ
ぢ

べ
惑

反

戦

と

非

戦

の

思

い

の
か
、
石
破
首
相
の
就
任
後
初
の
所
　
　
自
公
政
権

へ
の
逆
風
が
強
か

っ
た

信
表
明
演
説

（
１０
月
４
日
）
で
、
日
　
今
回
の
選
挙
だ
が
、
沖
縄
に
関
し
て

米
地
位
協
定
改
定

へ
の
言
及
は
な
か
　
は
４
小
選
挙
区
の
う
ち
２
選
挙
区
で

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
辺
野
古
基
　
自
公
候
補
が
勝
ち
、
残
り
の
２
選
挙

地
建
設
推
進
を
表
明
し
た
。
地
元
紙
　
区
で
は

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
候
補
が
議

琉
球
新
報
は
社
説
で

「新
基
地
計
画
　
席
を
得
た
。
そ
の

「
オ
ー
ル
迪

選

へ
の
固
執
は
許
し
が
た
い
ス
ー０
月
５
　
の
候
補
は
共
産
党
と
社
長
党
の
候
補

日
）
と
書
い
た
。
臨
時
国
会
に
お
け
る
　
で
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
党
が
全

所
信
表
明
演
説

（■
月
２９
日
）
で
も
、
　

国
の
小
選
挙
区
で
勝

っ
た
唯

一
の
議

日
米
地
位
協
定
に
言
及
せ
ず
、
む
し
　
席
と
な

っ
た
。
ウ子
」
に
沖
縄
の
特
異

ろ
米
軍
基
地
の
自
衛
隊
に
よ
る
共
同
　
な
状
況
が
あ
る
。
反
戦
、
非
戦
の
思

使
用
を
進
め
る
と
踏
み
込
み
、
沖
縄
　
い
が
、
日
本
の
他
の
地
域
よ
り
格
段

に
は
懸
念

・
警
戒
感
が
広
が

っ
た
。
　

に
強
い
の
で
あ
る

（
「オ
ー
ル
沖
爆

総
選
挙
で
１

・
５
倍
に
議
席
を
増
　
の

一
角
を
占
め
る
の
が
、
沖
縄
の
地

や
し
た
の
は
、
野
党
第
１
党
の
立
憲
　
域
政
党
で
あ
る
社
会
大
衆
党
で
、
や

民
主
党
で
あ
る
。
野
田
佳
彦
は
自
民
　
は
り
反
戦

・
非
戦
の
立
場
を
貫
く
。

党
総
裁
選
の
直
前
に
党
代
表
に
選
ば
　
こ
う
し
た
存
在
は
他
の
地
域
に
は
見

れ
て
い
た
。
沖
縄
の
期
待
は
、
で
は
　
ら
れ
な
い
だ
ろ
，Ｄ

。

立
憲
民
主
党
や
野
田
に
向
か
う
の
か
　
　
小
選
挙
区
の
当
選
者
は
、
沖
縄
１

と
い
え
ば
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
　

区

・
赤
額
政
賢

（共
産
）
、
２
区

・
新

何
よ
り
、
２
０
０
９
年
、
政
権
交
代
　
垣
邦
男

（社
民
）
、
３
区

・
島
尻
安
伊

し
た
民
主
党

（立
憲
民
主
党
の
前
舅
）

子

（自
民
）
、
４
区

ａ
西
銘
恒
三
郎

（自

は
、
鳩
曲
政
権
の
と
き
、
普
天
間
基
　
民
）
。
こ
れ
に
加

え
て
国
場
幸
之
助

地
に
つ
い
て

「
最
低
で
も
県
外
」
と

　

（自
民
、
１
区
）
、宮
崎
政
久

（自
民
、
２

岡
本
厚
さ
ん
（評
辞
潮部
）寄
稿

固
本
　
厚
さ
ん

（お
か
も
と

・

ぁ
っ
し
）
７７
年
岩
波
歯
店
に
入
社

し
、
雑
誌
輝
呂
奮
配
颯

政
治
、安

全
鹿
岱
瑕

教
育
な
ど
の
分
野
を
中

心
に
同
誌
編
集
に
携
わ
る
。
９６
～

‐２
年
年
同
誌
編
集
長
。
金
大
中
韓

国
大
統
領
、
馬
英
九
台
湾
総
続
に

単
独
イ
ン
タ
ピ

ュ
ー
し
た
ほ
か
、

平
壌
を
２
回
訪
間
。
０５
年
に
起
こ

さ
れ
た
「沖
縄
戦
『集
団
自
≧

裁

判
赤
望
婦
曇
羅
招
一当
と
な
る
（Ｈ

年
、
最
高
裁
で
勝
訴
）
。
１３
～
２‐
年

中豆
堅
重
僚
盛
雰
理
種
役
社
長
。
以

後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活

乳

２２
～
２４
年
、
「『台
湾
有
事
』
を

起
こ
さ
せ
な
い

ｏ
沖
縄
対
話
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
」
共
同
代
表
。田
輩
挺
塁
尿

生
ま
れ
、
早
稲
甲
本
学
文
学
部
卒
ｃ
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翁
長
は
１８
年
８
月
、
知
事
の
ま
ま

６７
歳
で
死
去
す
る
。

翁
長
の
政
治
力
と
信
望
に
よ
っ
て

結
束
し
て
い
た

「オ
ー
ル
沖
縄
」は
、

そ
の
直
後
の
知
事
選
で
後
継
の
玉
城

デ
ニ
ー

（彼
も
元
々
自
由
党
出
身
の

保
守
政
治
家
で
あ
る
）
を
大
差
で
当

選
さ
せ
た
も
の
の
、
次
第
に
結
東
が

緩
み
、
保
守
政
治
家
や
企
業
人
な
ど

が
離
脱
し
、
か
つ
て
の
習
葦
笠
命
翌

の
よ
う
に
な
っ
て
、
政
治
勢
力
と
し

て
は
褒
退
の
道
を
た
ど
る
。

那
覇
、
名
護
、
宜
野
湾
な
ど
の
市

長
選
は
保
守
系
が
制
し
た
。
今
年
６

月
の
県
議
選
で
は
、定
数
４８
の
う
ち
、

知
事
与
党
の

「オ
ー
ル
沖
縄
」が
２０
、

野
党
で
あ
る
自
公
、
維
新
、
保
守
系

無
所
属
が
２８
と
な
り
、
県
政
与
党
が

過
半
数
を
割
っ
た
。
そ
の
要
因
の
一

つ
に
、

「オ
ー
ル
沖
縄
」
が
候
補
者

の
乱
立
を
調
整
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
流
れ
か
ら
見

る
と
、
今
回
の
総
選
挙
の
結
果
は
、

自
民
へ
の
逆
風
に
よ
っ
て
、

「オ
ー

ル
沖
縄
」
が
な
ん
と
か
踏
み
と
ど
ま

っ
た
、
健
闘
し
た
と
も
言
え
る
の
で

あ
る
。
翁
長
が
亡
く
な
っ
て
６
年
、
次
の

知
事
選
ま
で
２
年
を
切
っ
た
。
沖
縄

は

「オ
ー
ル
沖
縄
」
の
次
の
政
治
勢

力
の
結
集
が
期
待
さ
れ
る
時
期
に
入

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

沖
縄
が
置
か
れ
た
状
況
と
民
意
を

別
の
形
で
示
し
た
の
が
、
総
選
挙
と

同
時
に
行
わ
れ
た
最
高
裁
裁
判
官
の

国
民
審
査
で
あ
る
。
沖
縄
で
は
「×
」

（不
信
任
）
を
付
け
た
割
合
が
１７
・

６０
％
と
全
国
で
最
も
高
か
っ
た

（全

国
平
均
は
１０
・
４６
％
）
ｏ
審
査
対
象

に
な

っ
た
の
は
２‐
年
の
衆
院
選
以
降

に
任
官
し
た
６
人
で
、
と
り
わ
け
辺

野
古
建
設
工
事
を
巡
る
訴
訟
に
か
か

わ

っ
た
判
事
宮
川
美
津
子
の
不
信
任

率
は
１９

・
５２
％
に
運
し
た

（琉
球
新

報
、
■
月
２
日
）
。

こ
の
間
、
辺
野
古
基
地
建
設
を
巡

っ
て
沖
縄
県
と
国
が
起
こ
し
た
裁
判

は
１０
件
以
上
に
及
ぶ
が
、
県
側
が
こ

と
ご
と
く
敗
訴
し
て
い
る
。
デ

ニ
ー

知
事
に
な

っ
て
か
ら
は
防
衛
局
が
求

め
る
設
計
変
軍
を
不
承
認
と
し
た
こ

と
を
巡
り
、
国
交
相
に
よ
る
史
上
初

の
「代
執
行
」
承
認
と
そ
の
撤
回
を
求

め
る
裁
判

が
行
わ
れ
た
が
今
年
２

口気

最
高
裁
は
県
の
上
告
を
不
受
理

と
し
た
。
辺
野
古
の
大
浦
湾
側
に
深

い
軟

弱
地
盤
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
ほ
ぼ
工
事
は
不
可
能
、
も
し
可
能

だ
と
し
て
も
、
工
事
費
用
は
激
増
、

完
成
ま
で
１５
年
以
上
も
か
か
る
難
エ

事
と
な
る
。沖
縄
の
側
か
ら
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
不
条
理
を
指
摘
し
て
も

裁
判
所
は

一
顧
だ
に
せ
ず
、
行
政
や

立
法
に
畑
え
て
司
法
ま
で
も
が
加
わ

っ
て
沖
縄
県
民
の
意
思
を
踏
み
に
じ

ろ
う
と
し
て
い
る
と
見
え
る
の
で
あ

る
。実

際
、
国
の
利
害
に
か
か
わ
る
訴

訟
に
お
い
て
は
、
法
務
省
訟
務
局
が

指
揮
を
執
る
が
、
辺
野
古
訴
訟
に
お

い
て
も
彼
ら
が
陣
頭
指
揮
を
執

っ
た

と
言
わ
れ
、
そ
の
ト
ッ
プ
は
司
法
行

政
を
牛
耳
る
最
高
裁
事
務
総
局
の
出

身
者
で
あ

っ
た
と
い
う

（
「地
平
」

２４
年
■
月
号
、
後
藤
秀
典
論
文
）

。

理
不
尽
な
判
決
ば
か
り
が
出
て
い
る

―
。
国
民
審
査
の
結
果
は
、
沖
縄
に

お
い
て
、
も
は
や
法
と
司
法

へ
の
信

頼
が
揺
ら
ぐ
事
態
に
い
た

っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
央
政
党

へ
の
不
信

総
選
挙
で
大
羅
進
し
、
い
ま
や
国

民
の
注
目
の
的
と
な

っ
た
国
民
民
主

党
。
辺
野
古
建
設
を
巡

っ
て
は
、
選

挙
前
の
政
策
に
は

「埋
め
立
て
は

一

旦
停
止
Ｌ
沖
縄
の
民
意
を
尊
重
し
、

日
米
間
で
合
意
で
き
る

軍
／
ラ
ン
Ｂ
』

の
話
し
合
い
を
行
う
」
と
な

っ
て
い

た
が
、
選
挙
後
の
記
者
会
見
で
幹
事

長
榛
葉
質
津
也
は
現
行
計
画
の
見
直

し
は
求
め
な
い
考
え
を
示
し
、
政
策

か
ら
も

「埋
め
立
て

一
日
辱
上
Ｌ
プ

ラ
ン
Ｂ
」
な
ど
の
言
葉
が
消
え
た

（毎

日
新
聞
、
■
月
１５
日
）
。
あ
ま
り
に

早
す
ぎ
る
一‐変
節
」
で
あ
る
。

政
権
を
半
ば
担
お
う
と
い
う
思
い

が
、
対
米
関
係

へ
の
配
慮
と
な
り
、

こ
う
し
た

「
変
節
」
に
つ
な
が

っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
沖
縄
県
民
か

ら
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
本
土
不
信
、

与
野
党
を
問
わ
な
い
中
央
政
党

へ
の

不
信
と
幻
滅
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
公
約
と
は
こ
の
よ
う

に
簡
単
に
覆
さ
れ
て
い
い
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
公
約
を
信
じ
て
１

票
を
投
じ
た
有
権
者
に
は
、
ど
う
説

明
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

沖
縄
の
人
々
に
と

っ
て
、
基
地
と

戦
争
の
脅
威
は
、
空
想
的

・
観
念
的

な
問
題
で
は
な
い
。
ど
こ
で
も
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
日
常
の
危
機
で
あ

り
、
生
存
と
人
権
の
問
題
で
あ
る
。

実
際
復
帰
前
に
は
、
ジ

ェ
ッ
ト
機
が

授
業
中
の
小
学
校
に
墜
落
し
た

（１

９
５
９
年
）
し
、
爆
弾
を
満
載
し
た

Ｂ
５２
爆
撃
機
が
離
陸
に
失
敗
し
て
墜

落
・炎
上
し
た
こ
と
が
あ
る

（６８
年
）
。

６２
年
、
キ

ュ
ー
バ
危
機
の
時
、
沖
縄

の
核
ミ
サ
イ
ル
が
誤

っ
た
指
令
で
発

射
直
前
ま
で
い
き
、
も
し
発
射
し
て

い
た
ら
、
ソ
連
の
反
撃
で
、
沖
縄
は
消

滅
し
た
だ
ろ
う
と
さ
え
言
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
米
軍
基
地
の
脅
威
に

加
え
て
２
０
１
０
年
代
以
降
、
い
わ

ゆ
る

「台
湾
有
事
」
に
対
応
し
て
、

沖
縄
島
や
離
島

（与
那
国
、
石
垣
、

富
古
な
ど
）
を
含
む
南
西
諸
島

へ
の

自
衛
隊
基
地
建
訥醸
、
配
備
な
ど
が
着

々
と
行
わ
れ
て
い
る
。

も
し
台
湾
を
巡

っ
て
米
中
が
衝
突

し
た
ら
、
米
軍
基
地
が
あ
る
故
に
、

沖
縄
は
そ
の
戦
争
に
い
や
応
な
く
巻

き
込
ま
れ
る
と
い
う
危
機
感
は
リ
ア

ル
な
も
の
だ
。
沖
縄
の
意
向
や
利
害

と
全
く
関
係
の
な
い
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

「本
上
の

捨
て
石
」
と
さ
れ
た
沖
縄
戦
の
再
現

に
他
な
ら
な
い
。

政
治
構
造
に
変
化
か

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
は
結
集
の
基
軸

を

「迎
野
古
建
設
反
対
」

「
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
反
対
」
に
置
い
て
い
る
た

め
、
自
衛
隊
の
配
備
や
基
地
建
設

ヘ

の
対
応
が
十
分
に
取
れ
ず
、
そ
れ
が

ま
た

「オ
ー
ル
沖
縄
」

へ
の
不
満
に

つ
な
が
り
、
支
簿
署
曇
Й
一の

一
因
に

も
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
の
政
治
構
造
の

変
化
を
予
感
さ
せ
る
二
つ
の
こ
と
を

書
い
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、
沖
縄
島
申
部
の
う
る
ま

市
石
川
の
自
衛
隊
訓
練
基
地
を
巡
る

動
き
で
あ
る
。
旅
団
の
師
団

へ
の
改

編

で
訓
練
が
増
え
る
と

い
う
理
由

で
、
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
買
い
取
り
訓

練
場
を
つ
く
る
計
画
だ

っ
た
が
、
周

辺
が
住
宅
地
で
あ
り
、
ま
た
防
衛
省

が
地
元
住
民
や
県
、
市
に
も
説
明
せ

ず
計
画
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ

て
、
地
元
住
民
か
ら
地
域
ぐ
る
み
の

強
い
反
発
が
あ

っ
た
。
知
事
も
う
る

ま
市
長
も
反
対
を
表
明
、
さ
ら
に
は

保
守
も
含
め
た
県
議
会
も
全
会

一
致

で
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
に
い

た
っ
た

（今
年
３
月
）
。そ
の
結
果

４
月
、
防
衛
省
は
計
画
を
断
念
、
白

紙
撤
回
に
追
い
込
ま
れ
た
。

織
者
が
か
つ
て
岩
波
書
店
の
担
当

者
と
し
て
か
か
わ
っ
た

「大
江
丘
石

波
」
裁
判

（沖
縄

「集
団
自
決
」
裁

判
、
０５
～
■
年
）
で
は
、
沖
縄
戦
の

渦
中
に
起
き
た
、
い
わ
ゆ
る

「集
団

自
決

（強
制
的
集
団
死
）
」
は

″軍

の
命
令
に
よ
ら
ず
、
住
民
が
自
ら
の

意
思
で
行
っ
た
″
と
い
う
元
隊
長
ら

原
告
の
主
張
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
教

科
書
検
定
に
、
沖
縄
県
民
の
保
革
を

間
わ
な
い
反
発
が
あ
っ
た
。
０７
年
９

月
の
検
定
反
対
の
集
会
に
は
■
万
人

も
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
は
保
革

を
超
え
た
政
党
、政
派
だ
け
で
な
く
、

各
市
町
村
の
老
人
会
、
婦
大
会
、
子

ど
も
会
な
ど
か
ら
続
々
と
人
が
や
っ

て
来
た
。
ま
さ
に
全
県
民
的
な
動
き

で
あ
り
、
地
域
の
底
か
ら
の
人
々
の

怒
り
、
懸
念
、叫
び
が
感
じ
ら
れ
た
。

今
回
の
う
る
ま
市
の
問
題
は
、
そ
れ

に
似
た
、
人
々
の
地
域
の
底
か
ら
の

動
き
を
感
じ
る
。

も
う
一
つ
は
、
６
月
の
県
議
選
で

あ
る
。
知
事
与
党
が
過
半
数
割
れ
に

陥
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
選

ば
れ
た
県
議
を
見
る
と
、３０
代
５
人
、

４０
代
１０
人
と
い
う
若
い
世
代
が
当
選

し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る

（年

齢
は
選
挙
時
）
。
３０
代
、４０
代
は
「オ

ー
ル
沖
縄
」
の
候
補

（７
人
）
だ
け

で
な
く
、
自
民
候
補
も
５
人
が
当
選

し
た
。
若
い
人
々
が
政
治
に
関
心
を

示
さ
な
い
と
い
う
嘆
き
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
中
、
こ
れ
ほ
ど
若
い
人

々
が
多
い
地
方
議
会
は
珍
し
い
の
で

は
な
い
か
。
女
性
も
１
人
増
え
、
８

人
と
な

っ
た
。若
い
と
い
う
こ
と
は
、

経
験
が
少
な

い
と

い
う
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
政
治
的
に
正
し
い
判

断
を
下
せ
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
。

し
か
し
、
沖
縄
の
有
権
者
は
、
そ
の

リ
ス
ク
を
負

っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

流
れ
で
は
な
い
別
の
流
れ
、
新
し
い

発
想
や
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
の
政
治
状
況
は

ど
う
な
る
か
、
予
見
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
国
土
面
積
の
Ｏ

・
６
％
し
か
な
い
沖
縄
に
、
全
国
の

７０

．
３
％
も
の
米
軍
基
地

（専
用
施

設
）
を
押
し

つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い

う
甚
だ
し
い
差
別

（故

・
新
崎
盛
暉

沖
縄
本
字
数
授
は
そ
れ
を

「構
造
的

差
別
」
と
名
付
け
た
）
が
存
在
す
る

以
上
、
沖
縄
の
人
々
は
無
関
心
に
な

る
こ
と
は
不
可
能
だ
し
、
人
間
的
な

生
を
求
め
る
限
り
、
抗
議
の
声
を
挙

げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

臨
時
国
会
で
の
答
弁
な
ど
を
聞
く

と
、
石
破
は
党
内
野
党
で
あ

っ
た
時

期
か
ら
豹
変
し
、
従
前
の
自
民
党
政

治
、
宮
僚
主
導
政
治
に
戻

っ
て
し
ま

っ
た
観
が
あ
る
。
組
綴
や
人
を
動
か

す
技
に
長
け
て
い
な
い
人
柄
が
見
え

る
。
し
か
し
、
石
破
が
政
治
家
と
し

て
何
事
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
態
勢
を
立
て
直
し
、
本
来

の
政
策
の
実
現
を
目
指
し
て
、
党
内
、

行
政
府
内
を
掌
握
し
、　
一
歩

一
歩
動

か
し
て
い
く
以
外
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
象
徴
と
す

る
沖
縄
と
の
向
き
合
い
方
が
、
そ
の

試
金
石
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（敬
称
略
）

日米地位協定改定 向き合い方 試金石
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沖縄県名護市辺野宙の沖合で、埋め立て反対派の
カヌー (手前)を善戒する海上保安庁のボート


